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目的  

 北海道の旭川標高 700 メートルのところで，雪の結晶や重さ，温度などを観察して雪の

特徴について知る．また，この結果から横浜上空の雲の中で何が起こっているか知る． 

 

方法  

 降雪，積雪，気象の観察・観測を実験①～⑥として行った． 

実験① 降っている雪を黒いベルベットを張った板の上にに乗せてルーべで観察した． 

 
写真 1 雪の結晶（降雪の観察） 

 
実験② スライドグラスの上にレプリカ液（有機溶媒にアクリルを溶かしたもの）を塗り，

その上に雪の結晶を落として，レプリカを作成した． 

実験③ 積もっている雪を地面まで掘り進めていった． 

(1)空き缶を使って，20c ㎜ごとの重さを測り，1cm3 あたりの重さ（密度）を求めた． 

(2)10cm ごとの雪質を調べた． 

(3)20cm ごとの雪の硬さについて調べた． 

(4)10cm ごとに温度計を差し，雪の中の温度を調べた． 

(5)青インクを雪の断面に吹きつけ，ガスバーナーであぶり，表面を少し融かして，雪の

層を観察した． 

実験④ 次の場所で気温，気圧，紫外線 A，紫外線 B を測定した． 

 (宿舎内，宿舎外，旭岳ロープウエイ乗り場付近，降り場付近) 

実験⑤ 実験③で掘った雪の断面の 10cm ごとに雪の中の温度と表面の温度を夜と朝の計

4 回測定した． 



 
写真 2 積雪の観察準備 

 

写真 3 気象観測 

実験⑥ 北海道教育大学附属教育実践総合センターの低温実験室において，雪の成長につ

いての実験を観察した． 

 

写真 4 低温実験室における実験 



結果  

実験① 一日目には角板状の結晶が，二目目には樹枝状の結晶が見られた． 

 

  
写真 5 観察された角板状結晶と樹枝状結晶 

 

実験③ 一定の深さごとの雪質，重さ，硬さの観察結果を下の表にまとめた．雪温につい

ては実験⑤の結果とともにまとめた． 

 
表 1. 深さごとの雪質，重さ，硬さ(2005/1/6 11:00) 

高さ 

（cm） 

雪質 雪を入れた時の空き缶

の重さ（g） 

1cm3 当たりの重

さ（g/cm3） 

かたさ 

0 ざらめ雪    

10 ざらめ雪 280 0.33 × 

20 ざらめ雪    

30 ざらめ雪 285 0.34 △ 

40 ざらめ雪    

50 ざらめ雪 275 0.33 △ 

60 しまり雪    

70 しまり雪 260 0.30 △ 

80 しまり雪    

90 しまり雪 225 0.24 ○ 

100 新雪    

110 新雪 200 0.20 ◎ 

120 新雪    

130 新雪   ◎ 

140 新雪    

150 新雪   ◎ 

160 新雪 110 0.05  

    かたさ ◎⇒こぶしが入る程度，○⇒指 4 本が入る程度 

        △⇒指 1 本が入る程度，Ｘ⇒シャーペンが入る程度 

 



実験④の結果を表 2 にまとめた． 

 
表 2 各所の気温，気圧，紫外線 

 宿舎内 宿舎外 乗り場 降り場 乗り場 宿舎外 

温度（℃） 25.1 -6.4 -7.3 -11.2 -7.8 -7 

気圧（kPa） 89.33 89.29 86.69 82 86.88 86.57 

ＵＶＡ 上 4.8 42.3 515 1539 548 496 

    下    712 404 399 

ＵＶＢ 上 17.9 18.9 18.9 47.1 17.2 15.4 

    下    21.2 15.9 14.9 

    上⇒UVA，UVB 測定器を上に向けた測定 

    下⇒UVA，UVB 測定器を下に向けた測定 

 
実験⑤の結果を表 3 にまとめた． 

 
表 3 雪面温度と雪中温度の時間変化 

日付 1/6        1/7  

時刻 11:00  16:00  18:30  21:30  8:30  

高さ（cm） 表面 中 表面 中 表面 中 表面 中 表面 中 

0 1.0 0.0 -7.0 -2.0 -6.0 -2.0 -3.0 -2.1 -6.0 -3.0 

10 0.0 -1.0 -7.0 -2.0 -6.0 -2.5 -4.0 -2.6 -6.0 -2.9 

20 0.0 -1.5 -7.0 -2.9 -7.0 -2.3 -5.0 -2.9 -6.0 -3.0 

30 0.0 -2.0 -7.0 -3.0 -7.0 -2.8 -5.0 -3.2 -6.0 -3.2 

40 -1.0 -1.8 -8.0 -3.0 -7.0 -3.0 -5.0 -3.8 -6.0 -3.0 

50 -2.0 -2.9 -8.0 -4.0 -7.0 -3.0 -5.0 -3.1 -6.0 -3.9 

60 -1.0 -3.0 -8.0 -3.9 -7.0 -3.8 -5.0 -3.6 -6.0 -4.0 

70 -1.0 -3.0 -8.0 -4.1 -7.0 -3.8 -6.0 -4.1 -6.0 -4.0 

80 -4.0 -3.8 -8.0 -4.8 -7.0 -4.2 -6.0 -4.3 -6.0 -4.2 

90 -4.0 -4.0 -8.0 -4.9 -8.0 -4.0 -6.0 -5.1 -6.0 -4.2 

100 -4.0 -3.8 -8.0 -4.9 -8.0 -4.3 -6.0 -4.9 -6.0 -4.0 

110 -5.0 -5.0 -9.0 -4.9 -7.0 -5.3 -6.0 -5.9 -6.0 -5.0 

120 -5.0 -5.1 -9.0 -5.8 -8.0 -6.0 -6.0 -5.7 -6.0 -5.2 

130 -5.0 -5.9 -9.0 -6.0 -8.0 -7.2 -6.0 -6.0 -6.0 -5.2 

140 -5.0 -6.0 -6.0 -6.5 -8.0 -7..0 -6.0 -5.9 -7.0 -5.5 

150 -5.0 -7.2 -9.0 -6.0 -9.0 -7.5 -7.0 -6.5 -7.0 -5.5 

160 -5.0 -6.9 -8.0 -6.0 -9.0 -8.0 -6.0 -6.0 -7.0 -4.5 

 
実験⑥ 肉眼ではわかりにくかったが結晶が大きくなっていくのがわかった．樹枝状の結 

晶ができた． 



 

写真 6 北海道教育大学附属教育実践総合センターの低温実験室で成長した雪の結晶 

考察  

実験① 

なぜ 1 日目が角板で，二日目が樹枝状だったのか? 

 1 日目から二日目にかけて気温が上昇したからだと考えられる．横に広がる結晶がよく

出来るのは-4℃～-22℃であるが，その中で樹枝状の結晶が出来るのは-12℃～-16℃である．

気温が上昇したことから雲の中の温度が-20℃前後から-15℃前後になり，樹枝状の結晶が

降ってきたのである． 

 
実験③ 

 深さと雪質，硬さ，重さについて考察する．まず重さについてグラフにした． 
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図 1 地面からの高さと積雪の密度の関係 

 
 地面に近いほど密度が高くなっているのがわかる．ほぼ一次関数的に変化している．硬



さも地面に近くなるほど硬く，結晶も壊れていた．このことから雪の下の方は上層の雪の

重みでっぶされ密度も高く，硬く，結晶もつぶされていることがわかった． 

 
実験④ 

 標高が高いところのほうが気温も低く，気圧も低かった．結果からはわからないが，風

もロープウエイ降り場の付近のほうがはるかに強かった．紫外線は標高の高いところのほ

うが多く，二分の-程度ははね返していた．気温の変化の割合としては横浜と大差ないこと

が言える．ただ，紫外線の反射は雪面のほうがはるかに大きい． 

 
実験⑤ 

 高さと雪温の関係，時間と表面温度，時間と中の温度の関係をグラフにした． 
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図 2 地面からの高さと雪中・雪面温度の関係 
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図 3 雪中温度の時間変化 
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図４ 雪面温度の時間変化 

 
 地面に近いところほど温度が高くなっている．これは雪によって温度が保温されるため

によるものである． 

 雪の中の温度はあまり変化がないとグラフから言える．これも雪によって温度が保温さ

れているためと言える．高いところほど変化しているのは，降ってくる雪によって冷やさ

れているからである． 

 表面温度が 14:OO～16:OO にかけて大きく温度が下がっているのは，雪が降ったためだ

と考えられる．また，その後夜間に温度が上昇しているのは，低気圧通過のために南風が

入り気温が上昇したからである． 

 

感想 

 外が寒かったことが印象深い．室内との気温差が 30 度以上あったのにはかなり驚いた．

横浜の上空では雪の結晶がどんどん出来ていると思うと不思議な感じがした． 

 

参考 

http://yukipro.sap.hokkyodai.ac.jp/index.html 

 

注：本論文はスーパーサインエンスⅠ（大気科学）の授業の一環として行った校外学習の

レポートを論文集用に編集したものである。 


